
３．学校の災害対策組織
（1） 学校の防災管理組織
各学校においては、地震発生時を想定するなかで事前に以下のような組織を編成し、職員等が十分に理解しておくことが必要となる。
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	防災管理組織
組織（長）
	防災管理責任者・校長
主な役割
	構成員

	　防災対策委員会
　（委員長・校長）
	・防災体制について協議、計画
・「学校防災計画」の策定
・防災教育・防災訓練の計画・実行
・教職員に対する研修の実施

・日常的な施設点検等の実施
・市役所、教育委員会事務局、PTA、地域自主防災組織との連絡、連携
・避難所運営にかかわる調整、協議
・震度６以上の地震災害が発生した場合に、その学校に参集できる教職員の把握と応急対策活動の計画
	教頭
　教務主任
　防災主任
　生指主事
　保健主事
　学年主任

	地震災害対策本部
（本部長・校長）
	・災害対策本部の設置と指揮統括
・情報分析、対応決定
・稼働可能な教職員による２４時間体制動員計画の作成
・全教職員の役割確認
・不在職員の補充
	

	
	・生徒ボランティアの組織化
・二次災害防止のため、施設・設備の安全
点検
・避難所開設への支援
・教育活動再開に向けての措置、対応
	


学校の地震災害対策組織＝学校の自主防災組織
＊なお、管理職が出張等で不在時の指揮系統についてもその順位を事前に確認しておく必要がある。
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